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I 也泊k 白at it has had influence with a climate import如t for various styles which culture 姐d
civilization show. And I think 也at it will be approached 企om analysis of a style of art, 
technique, etc. 

As the beginning, the report which made the keywords a “climate” ， a “light” ， a “style” ， 
“human being” ， etc. was performed, and there described relation of a “light” ， a “form" , and 

a “style” last ye低
Before going into concrete particulars － 白e “light” as a “climate” and an element which 

constitutes it -- in other words , it is considered 白紙 “the environment of light” needs to 
advance an idea fu巾er. In the main subject， 也e idea about "light” 佃d “the environment of 
light" are deepened, in addition ar思nnent is advanced about a overlap of culture, composite, 
main’s susceptibility, etc . The keywords of this paper are the “earth 

“wea出er” ， “light" ， 出e “shade’＼ “a life of man” ， etc. 

物 体 が 自 ら の 体 内 を と お る 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と を “ 自 転 ” と 言 い 、 こ れ を 英 語 で は
“rotation” と 言 う 。 こ の 言葉 の 語源は、 回転、 交代 と い う 意味 を 持つ ラ テ ン語 “rotatio” で、 車輪、

円 板 と い う 意味 を 持つ “rota” に基づ く 。 “Rotation” は こ の ほか に 、 回転、 回転角、 回旋、 回転運動、
規則正 し い交替、 捻転、 な ど の意味を持つ。

自 転 の 中 心 と な る 軸 “ 自 転軸” を 、 英語で は “rotation axis” と 言 う 。 “Axis” と は 軸 の こ と で 、
“中 心線” の意味 も 持つ。 “ 自 転” “ 自 転軸” 、 こ れ ら は一般 に は天体の そ れ を 指 し て用 い ら れ る 。

天体が 1 回 転 に 必要 な 時 間 を “ 自 転周期” と 言 い 、 英語で は “rotation period” と あ ら わ さ れ る 。
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こ こ で の “period” は “周期” の意味で用 い ら れて い る 。 語源は、 ひ と ま わ り 、 巡 回、 星 の 軌道 な ど
の意味 を 持 つ ギ リ シ ャ 語 “periodos” 、 期 問、 時期 の意味 を持つ古代 フ ラ ン ス 語 “periode” で あ る と い
つ 。

地球の “ 自 転周期” は約24時 間 で あ り 、 こ れが地球 の 1 日 、 つ ま り わ れ わ れ 人 類 の 1 日 で あ る 。
“Period” に は、 終わ り 、 終止符、 完結文、 以上、 も う お し ま い 、 期間、 年 月 、 時代、 時間、 一巡 り

の道、 な ど の意味が あ る 。 1 日 は、 われわれ人類の生活のおそ ら く は一番小 さ な体感的、 実感的な一
区切 り で あ る 。

天体が 自 身 の体内 を と お る 軸 を 中 心 と し て行 う 回転運動 を “ 自 転” と 言 う の に対 し て、 天体が他の
天体 の 周 り を 回 る 運 動 を “公転” と 言 い 、 こ れ を 英語 で は “revolution” と 呼ぶ。 地球は太陽 の 周 り
を 公転 し てお り 、 角 度 にすれば 1 日 に 約0.99度、 1 月 に約29.59度移動 し 、 約365 日 か け て 1 周 す る 。
こ れがわれわ れ の l 年で あ り 、 1 日 の次の一区切 り で あ る 。

回転す る 、 と い う 意味 の ラ テ ン語 、olvere＂ と 、 接頭語 、e” が結びつ く こ と で、 回 り 戻 る 、 と い
う 意味 を 与 え ら れた “revolvere” の 名 調形 “revolution” を 語源 と す る “Revolution” は、 革命、 大 改
革、 循環、 回転 （数） 、 旋回、 周期な ど の意味を持つ。

物体が他の物体の 周 り を ま わ る こ と を “周 囲” と 言 い 、 その運動を “周 囲運動” と 言 う 。 そ し て天
体が他の天体の周 り を 周 回す る 、 すなわち 公転す る と き の道筋は “公転軌道” と 呼ばれ、 さ ら に 周 囲
運動 を 行 う 天体 に よ っ て 周 回 さ れ る 天体 と の 聞 に描かれる 面は、 “公転軌道面” と 呼ばれ る 。 地球の
自 転軸は、 太陽 と の “公転軌道面” に垂直では な く 、 そ こ に 下 ろ さ れ る 垂線 に 対 し て約23.4度 の 傾 き
を持つ。

地球 上 に は ま た “ 回 帰線” と い う も の が存在 し て い る 。 英語で こ れ を “佐opic” 、 ギ リ シ ャ 語 で
“仕ope” と 言 う 。 “Tropic” に は こ の ほか に、 “熱帯地方” “熱帯 （熱帯地方） の” と い う 意味があ る 。

語源で あ る ギ リ シ ャ 語 の “紅ope” は、 “同ming” の 意味を持つ。 地球上 の “回帰線” は、 太 陽 が “回
帰” す る 線で あ る 。 地球の 自 転軸が約23.4度 の 傾 き を 持 っ て い る た め に 、 （地球か ら 見れば） 太 陽 は
赤道 の 北 と 南それぞれ の 23度27分 （約23.4度） を通る “緯線” の 聞 を 、 往復 を す る こ と に な る 。 太 陽
は l 年 を か け て こ の緯線の 聞 を 、 北→南→北 あ る い は 南→北→南 と “回帰” す る 。 太陽が回帰する
こ の 赤道 を 挟 ん だ約46.8度 （赤道か ら 北回帰線 ま での角度約23.4度＋赤道か ら 南 回帰線ま で角 度約23.4
度） の 幅 の 地域は、 地球上で最 も “ 日 照時間” が長 く “太陽高度” が 高 い 。 そ こ が “tropic” つ ま り

“熱帯地方” に な る 。

太 陽 の l 年 を か け た 南 北 回帰線聞 の往復は、 “ 日 照時間” と “太陽高度” の地域差 を 地球上 に も た
ら す。 そ し て、 こ の “ 日 照時間” と “太陽高度” の地域差 を最大 の 要因 と し て、 地球上 に “季節” が
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も た ら さ れ る 。 地軸 の傾き は、 地球上 に “季節” ＝ “season” を 誕生 さ せて い る 。 “Season” は、 ラ テ
ン語の種 ま き、 の意味を持つ “satio” 、 種 ま き の時期 の意味を持つ古代 フ ラ ン ス 語 “saison” を語源 と
す る 。

“季節” と は “天候” の移 り 変わ り に よ っ て 1 年 を 区分 し た も の で、 春、 夏、 秋、 冬や、 乾季、 雨
季な ど が こ れ に あ た る 。 “天候” と は い わ ゆ る “天気” の こ と で あ る 。 晴天、 曇天、 雨天や気温、 風
な ど の状態の こ と 、 つ ま り “大気の状態” の こ と で あ る 。 天候はそ の 時 々 の “極め て短 い 時 間 で の 大
気の状態” を さ す言葉で あ る 。

“天候” が短 い 時 間 で の 大気の状態 を 示す言葉で あ る な ら ば、 晴天や曇天、 気温、 風、 湿度や気圧
な ど の 大気 の 状態 を 、 “総合的” に 示す言葉が “気象” で あ る 。 そ し て そ の “気象” の “平均的 な 状
態” 、 つ ま り “長期 間 に 渡 っ て定 ま っ た状態” の こ と を “気候” と 呼ぶ。

“気候” を あ ら わす英語 “climate” は、 ギ リ シ ャ 語の ‘祖国a” に 由 来す る 。 “Klima” と は、 傾斜、
太 陽 の 傾 き 、 す な わ ち 太陽高度 を 意味 し 、 （緯度で見た と き の） 地域の意味 を 持 っ て い る 。 太陽高度
の低い 高緯度地帯は寒 く 、 太陽高度の高 い熱帯地方は暑 い か ら 、 太陽高度 と 気候 と は深 い 関係 に あ る
と 考 え ら れ る 。 そ も そ も 気象 の エ ネルギー源は太陽熱の放射で あ る 。 太陽熱の放射 に よ る 地表面の加
熱 に よ り 大気が暖め ら れ、 そ こ に発生す る エネルギー の不均ー さ が、 結果的 に様 々 な “気候” を つ く
る 。 そ の 加熱の仕方や程度は、 緯度や季節 に よ っ て変化す る ばか り で な く 、 地表面 の 状態 に よ っ て も
大 き く 変化す る 。 “Clima句” は こ の他に、 （ あ る 特定の気候の） 土地、 地域。 （ あ る 地域、 時代な ど の）
風潮、 思潮、 風土、 雰囲気、 情勢 と い う 意味 を 持 っ て い る 。

地球の表面は “海” と “陸” に わ か れて い る 。 こ こ に あ え て “状態” と い う 考 え 方 を 持 ち 込 め ば、
“海” と “陸” を “地表の状態” と し て捉 え る こ と が可能 に な る 。 そ し て こ の “海洋” と “大 陸” と

い う “地表面の状態” は、 おそ ら く 気候 に影響 を 与え て い る 。 それは、 同緯度帯の海上 と 陸上の、 季
節 ご と の気温変化の様子が異な る こ と か ら 判断でき る の で あ る 。

気候 に影響 を 与え る も う ひ と つ の 大切な要素 に、 大気の循環があ る 。 大気の循環は、 太 陽 の 熱放射
に よ る 地表の加熱 を 直接の原因 と す る 上昇気流 と 地球の 自 転の影響 に よ り 発生 し 、 熱や水蒸気 を そ の
風 に よ っ て広 い 範 囲 に 運ぶ。 それは、 地球上の気温や降水量の分布 に 重要な役割 を は た し て い る 。

陸 の 表面は、 “山岳” “森林” “草原” “砂漠” “都市” な ど に 分類す る こ と が で き る 。 そ し て そ れ ら
の “状態” （ こ こ で は “状態” は、 ふたつ の意味を持つ と す る 。 ひ と つ は “都市” の よ う な 人工物 も
含 め た “地形” で あ り 、 今 ひ と つ はそ の “地形” 自 体の状態で あ る ） は、 気温や降水量の地域的な分
布 と 深 く 関係 し て い る 。 そ れ ら 地表面の状態は気候に影響 を 与 え る か ら 、 気候 と 地表面はお た が い に
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影響 を 与 え あ う 関係 に あ る と 言 え る 。 沿岸部、 内陸部、 あ る い は標高 と い っ た地理的条件 も 気候 を 決
定す る 大切な要素で あ る 。

気候はわれわれの生活に様々 な影響 を与え て い る 。 それを示す例は、 たやす く 挙げる こ と がで き る 。
た と え ば冬の季節風 に よ る 降雪。 た と え ば梅雨の長雨。 日 本列島 を縦断す る 山地、 山脈の存在 に よ っ
て、 日 本海側 と 太平洋側では季節 ご と の降水量がずいぶん と 異な る 。 風の質な ど も ず い ぶ ん と 異な る 。
それは単な る 体感 と し ての差異を超えて、 視覚 を通 し て は っ き り と 確認 さ れ る 差異 を 創 り 出す。 それ
は わ れわ れ の 生活 を 取 り 囲 む “ 自 然環境” “風景” ＝ “風土” の差異で あ る 。 地域の 生活感や地域の
文化は、 そ れ ら を 色濃 く 反映 し て い る 。 そ こ に は、 人間の生活 を含む新たな “風景” が生み出 さ れて
い る 。 そ の こ と を 否定す る 者は、 おそ ら く そ う 多 く は存在 し ま い。

思 え ば “風景” は、 自 然界の作用 だけで創 ら れ る と は限 ら な い。 人 間 の 手 に よ っ て “新 し い 風景”
が創 り 出 さ れ る こ と も 考 え ら れ る 。 濯概や植林 に よ り 、 不毛の砂漠に緑地が生み出 さ れ、 何十年ぶ り
か の雨が降 っ た。 そ こ に は驚 き と 共 に 、 新た な感情が芽 を ふ い た はずで あ る 。 人 の 生活が 自 然 を 映 し
出すよ う に、 自 然 も ま た 人間 の行為を知実 に 映 し 出すよ う だ。

2 .  

“銀河系” ＝ “天 の 川 ” 全体は、 秒速約600kmの速さ で獅子座 の方向 に 動 い て い る と い う 。 そ し て
地球は、 秒速約29.8凶の 速 さ で 太 陽 系 全体 と 共 に ヘ ラ ク レ ス 座 の 方 向 に 動 い て お り 、 地球 と そ の 衛
星で あ る 月 は、 楕 円 軌道 を 描 き な が ら 太陽の周 囲 を 一緒 に 周 囲 し て い る 。 われわれが普段 こ と も な げ
に暮 ら し て い る こ の “地球” 自 体は、 い っ た い ど の よ う な動 き を し て い る の で あ ろ う か。

太 陽 を 周 回 す る 地球 の 軌道 の 長 さ は約9億3890万kmで あ り 、 地球は 1 年 を か け て そ の行程 を 移動す
る 。 そ れ を 単純 に 計算すれば、 地球は そ の 軌道 に そ っ て時速約 1 0 万7200km （秒速約29.7km） で移動
し て い る こ と に な る 。 さ ら に 、 地球の 自 転周期 は23時間 56分4. 1 秒 で あ る か ら 、 自 転 の 速度は赤道上
で時速約 1 600km （秒速 に し て約444m） 、 北緯45度 の線上で時速約 l 073km （秒速約298m） と な る 。 つ
ま り 北緯45度線直下の ミ ネ ア ポ リ ス （ア メ リ カ 合衆国） や、 その緯度 に 近 い ボル ド ー （ フ ラ ン ス 共和
国） 、 ト リ ノ （イ タ リ ア 共和 国） 、 ウ ル ム チ （ 中 華人民共和国） な ど は、 時速 1 073km前後で振 り 回 さ
れて い る こ と に な る 。 ち なみに南半球では、 南緯45度の緯線が横切 る 陸地は、 オセ ア ニ ア のニ ュ ー ジー
ラ ン ド と 南 米 の チ リ 、 ア ルゼ ン チ ンだけで あ る 。 南半球の地形は、 海洋が多 く を 占 め て い る 。

われわれ人間 の 想像 力 な ど ま っ た く 及ばな い、 凄 ま じ く ダイ ナ ミ ッ ク な地球や宇宙 の運動。 そ の 中
で、 われわれは も み く ち ゃ に さ れな が ら 生 き て い る 。

個 々 の地域 に は、 独 自 の天候、 気象、 気候があ る 。 それ ら は、 地球の 自 転軸 に 与 え ら れ た約23.4度
の傾き と 、 地球の公転 に よ っ て も た ら さ れ る 日 照差、 太陽高度差 に よ っ て生み出 さ れ る 。 日 照差 と 太
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陽高度差は、 地球上 に強い光の地域、 弱い光の地域を 生む。 そ し て大気の熱量に差を与え る 。 “熱量” ＝
“エネルギー量” 。 地域 ご と の 大気が持つ エネルギー に “差” が誕生す る 。
強 い光の地域 は 明 る く て、 光の反射量が多 く て、 暑 く 、 弱 い光の地域は暗 く て、 光 の 反射量が少な

く 、 寒い。 そ し てそ の ふ たつ の地域の 聞 に はそ の 中 間 の性格 を持つ地域が存在 し 、 そ の 存在 に よ っ て、
そ れ ら は切れ 目 無 く 繋がっ て い る 。 し か し 、 それ ら の 関係 は大変複雑 で あ る 。 地球の “状態” がそれ
に は深 く 関与 し て い る 。 地球の “か た ち ” と “動 き” が深 く 関与 し て い る 。

太 陽 を 周 回す る 地球。 宇宙空間 に 照 ら し 出 さ れ る そ の姿は、 “光” と “闇” の 劇的 な コ ン ト ラ ス ト
と 共 に在 る こ と を われわれは知 っ て い る 。 そ の地球は約24時間 を か け て 自 ら l 回転す る 。 そ し てそ れ
に よ っ て夜 と 昼が生 ま れ る 。

昼 は 明 る く 、 夜は暗い。 昼 の 次 に 夜が、 夜の次に昼がめ ぐ り 来 る 。 われわれは一般 に そ う 認識 し て
い る 。 それは確か に 間違 い では な い 。 し か し宇宙空間 に 照 ら し 出 さ れ る 地球の姿は、 光 と 閣 の劇的な
コ ン ト ラ ス ト と 共 に あ る 。 そ こ に は “夜” と “昼” が “ 同 時” に 存在 し て い る 。 “光” と “闇” は 同
時的、 か つ 交代 し 得 る “現象” で あ っ て、 永劫的 に 固定 さ れ る も の で は な い の で あ る 。 “夜 は 暗 く 、
昼 は 明 る い” と い う よ う な紋切 り 型 のイ メ ー ジ は捨て る べ き だ。

極地方 に お け る 白 夜や、 ビザ ン テ ィ ン ・ タ イ ム に お け る 1 日 の概念 ～ 地球上 に は、 わ れ わ れ の 定
型的なイ メ ー ジ を超 え て、 さ ま ざ ま な 1 日 があ ち こ ち に存在 し て い る 。

“光” は “昼” を 生み、 同 時 に “夜” を生む。 “夜” はその懐 に “闇” を 抱 き 、 “闇” は “光” の 到
来 と 共 に去 る 。 人 間 は “光” と

人 間 は “陽 の光” と 共 に 生 き て い る 。 そ し て “陽 の光” は “闇” と 共 に あ る 。 “闇” と “光” は 一
体 （対） で あ り 、 それ ら はそ こ に “同時” に存在す る 。 地球の 半 分 を 覆 う “闇” は “陰” で あ る 。 そ
し てそ れ は “夜” と し て の “関” で あ る 。 “光” は 同 時 に “閤” を 創 る 。 す な わ ち “昼” に も “闇”
は産み落 と さ れる 。 “昼 と 夜” 、 “闇 と光”。 “闇” と 共 に “影” が産み落 と さ れる 。 “陰” が “光” に よ っ
て産み落 と さ れ る “闇” な ら ば、 “影” は “光” に よ っ て産み落 と さ れ る “闇” の “か た ち ” で あ る 。

朝 日 、 朝焼け、 白 日 、 夕 日 、 夕 焼 け。 逆光、 全光、 星影、 月 影。 われわれの 日 常 は様々 な光 に 溢れ
て い る 。 そ れ ら は独 自 の気象条件、 独 自 の地理的条件の下で生 ま れ、 同 時 に そ れ を 反映 し た様 々 な 風
景 を 周 囲 に 生 み 出 し て い る 。 そ し てわれわれは、 そ の 自 ら の慣れ親 し ん だ光 の 中 で、 それぞれ の 生 を
営んで い る 。

人 の 生活は、 “陽 の光” と “闇” と 共 に あ る 。 そ し て様々 な濃淡 を 持 つ “陰影” と 共 に あ る 。 個 々
の独 自 な 生活は、 独 自 な “陰影 を 持 っ て い る の で あ る 。 すなわ ち 文化や文明 は、 個 々 に 独 自 な “陰
影” と “光” 、 そ し てそれ ら を含む独 自 の “気候” “風土” と 共 に あ る の で あ る 。
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地域 に は地域の光があ る 。 そ こ に は 同 時 に地域の “陰影” が存在す る 。 “光の 環境” と は、 光 と 陰
影 を 一体 と し て考 え て、 初 め て見 え る も の で あ ろ う 。 人はそ こ で、 独 自 の 生活 を 営 んで い る 。

独 自 の “光 の環境” は、 独 自 の “ リ ア リ テ ィ ー” を 示す。 それは他の地域 で の リ ア リ テ ィ ー を基準
と し て 生活 を し て い る 者 に と っ て、 おそ ら く は “驚き” で あ り 、 “新 た な 美” と し て認識 さ れ る も の
で あ る と 考 え ら れ る 。 個 々 に 独 自 の “光の環境” は、 し か し そ の地 に 生 ま れ、 生 き る 人間 に と っ て は
日 常 の も の で あ る 。 驚 く に 値 し な い 、 一般的な も の で あ る 。 それは生活の “前提” と し て存在す る
“了解事項” で あ る 。 そ の “了解事項” の こ と をわれわれは “常識” と 呼 んで い る 。 文化や文 明 は 人

間 の 生活の集積で あ り 、 様式や形式はそ の “かた ち ” を 示 し て い る 。 それはその担い手た ち の 生活感、
現実感、 も の の見方、 考え方の “か た ち ” を 示 し て い る 。

“了解事項” ＝ “常識” の う え に、 すなわ ち 既知 の も の の う え に展 開 す る 日 常生活 の 中 に、 われわ
れが “驚き ” や “美” と し て感ずる も の が存在 し な い わ け で は な い 。 夕 日 は常 に 美 し い も の で あ っ た
で あ ろ う し （不気味な も の で あ っ た か も 知れぬが） 、 “隣の家の娘が織 る 反物は常 に 町一番の美 し さ ”
と の 評判で、 “引 く 手 あ ま た の大人気 ！ ” と い う こ と も あ ろ う 。 し か し 、 そ れ ら は一定の基準、 物差
し を 前提に語 ら れ る こ と が ほ と ん ど で あ る 。

われわれが個 々 に特徴的 と 感ず る 文化や文明は、 それ 自 体の担い 手 に と っ て、 実は特別な も の で は
な い。 真 にそ れ を 特徴的 と 感 じ 、 “驚 き” “新たな美” と し て認識、 発見す る 者は、 そ の文化や文明 か
ら 遠 く 離れた風土 の 上 に 、 自 ら の “か た ち ” ＝ “ リ ア リ テ ィ ー” を 置 く 旅人、 異邦人、 異文明者、 他
者で あ っ た。

強い光の地域 に は “強い 陰影” が生み出 さ れ、 弱 い光の地域 に は “弱 い 陰影” が生み出 さ れ る 。 そ
し てそ の 中 間 に、 い わ ば “ち ょ う ど 良 い” ＝ “明か ら 暗 ま でが満遍な く 生 み 出 さ れ る ” 地域が、 おそ
ら く 存在す る 。 光” と “闇” 、 そ こ に 生 ま れ る “陰” と “影”。 それぞれの風土は、 そ こ に 暮 ら す人 間
の 生活 と 、 緩や か に 、 か つ 複雑 に 結びつ き 、 “か た ち ” を 変 え な が ら 結び合 い 、 よ り 広 い 生活圏、 文
化圏、 文明 圏 を 形成 し 、 最後 にすべて を含む “地球” ＝ “マ ク ロ の風土” を 生み 出 し て い く 。

漆黒の宇宙空 間 に 青 く 光 り なが ら 浮かぶ水の惑星 “地球” は、 そ の “光” と “闇” の美 し い コ ン ト
ラ ス ト の 内側に “人間の風土” を 隠 し て い る 。

3. 

北 回 帰線直下、 今 は ナ セ ル湖 の 岸 に建つ ア ブ シ ン ベル神殿 2） の 中 枢部は、 秋分、 春分 の 日 の 出 ど
き に、 そ の光が神殿 中 央の 小 さ な入 り 口 か ら 差込み、 神殿奥約55m先 の 王 と 、 そ の 他 3 体 の 神の 像 を
照 ら し 出すよ う に 造 ら れ て い て と い う 。 光 に よ る そ の表現効果は劇的で、 おそ ら く は言葉 も 失 う ほ ど
の も の で あ っ た で あ ろ う 。 ア ス ワ ン ・ ハ イ ダム の建設 に よ る 水位の 上昇。 水没 を 逃れ る た め 、 ユ ネ ス
コ に よ っ て約64m高台 に 注意深 く 移築 さ れた ア ブ シ ン ベル神殿。 地球の ス ケ ー ル に 対 し て 64m と は ど
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れ ほ ど の も の で あ ろ う か。 そ の 巨大な岩石 に よ る 装置は、 今は も う そ の機能 を働かせ る こ と はな い。
天体や宇宙 の ダイ ナ ミ ッ ク な運動は、 同 時 に 恐 る べ き 厳密 さ を 持 っ て い る 。 古代エ ジ プ ト 人が成 し

た と い う こ の微妙で精轍な計算は、 驚 く べ き 量 と 様 々 な質 の デー タ を 観察 に お い て積み上げ、 さ ら に
そ れ を 演縛的 に 運用 で き る ま で に育でな ければ不可能で あ る 。 それは “光” と “闇” に 対す る 、 彼 ら
の 様 々 な “意思” や “興味” の 存在 を 、 われわれ に指 し 示すひ と つ の例 で あ る 。

光 と 闇 に 対す る 人 間 の 興味 を 示す最 も 典型的な も の は、 日 時計で あ ろ う 。 メ ソ ポ タ ミ ア か エ ジ プ ト
の ど ち ら か で初めて創 り 出 さ れた、 あ る い は見 い だ さ れた と さ れ る こ の単純な仕掛 け は、 実は古代か
ら の最 も 成功 し た科学機材で あ っ た。

それは “時間” を 定量化す る こ と を可能に し た。 そ し て “時間” の流れ を “空間” に “視覚化” さ
せた。 それは、 “見 え な い も の” ＝ “不可視な も の” を 、 人 間 の 手 に よ っ て 目 の前 に 現す も の で あ っ
た。 時間はわれわ れ の 身 の 回 り の い た る 所 に存在 し 、 空間、 日 常 を満た し て い た。

も っ と も 、 エ ジ プ ト 人な ど は、 太陽高度や時刻 を 知 る た め に と い う よ り は、 日 の 出、 日 の入 り の方
位の測定に主眼 を お い てそれ を 使用 し た と い う 。 ナイ ル川 の氾濫の始 ま り と 終わ り の時 を 知 る こ と が、
そ の 最 も 重要な 目 的で あ っ た。 今 よ り も は る か に、 自 然に 身 を任せ る 生活 を 送 っ て い た時代の こ と で
あ る 。 有 名 な ナ イ ロ メ ー タ ー も 、 そ の よ う に考えれば水位 を 目 盛 り と し た 日 時計 と し て見 え て く る 。

し か し 地球 の 風土は、 宇宙のそれ と は比較 に な ら な い ほ ど気 ま ぐれで あ る 。 火 山 の 噴火 を 原 因 と し
た 冷夏や天候不順、 気流 の移動 を 引 き 金 と し て も た ら さ れ る 気温の 上昇。 複雑で微妙なバ ラ ン ス の 上
に 成 り 立つ “地球 と い う 風土” は、 た びた びそのバ ラ ン ス を 崩す。 そ し て崩 さ れた バ ラ ン ス は、 そ う
易 々 と は取 り 戻 さ れは し な い。 ナイ ル川 の水位 を 目 盛 り と し た 日 時計 も 、 し ば し ば人 聞 を 裏切 っ た に
違 い な い。

“気 ま ぐれな地球” ＝ “不安定な地球 と い う 風土” 。 それ と は無関係 で あ る か の よ う な厳密な天体
運動 と 直接結びつ く 日 時計は、 そ れ ゆ え 、 近世の精密な機械時計がそ れ に と っ て変 わ る ま で の何千年
も の 問、 様 々 な尺度 の 中 心 に あ っ た。

“光” と “闇” が人類 の 生 に極め て切実で あ っ た長い時間 の 中 で、 様 々 な興味は様 々 な体験 を 生 ん
だ。 それは時 と 共 に、 地球や宇宙 を 分析的に観察 し 思考す る 態度 を、 わ れわ れ の 中 に 植 え 付 け て い っ
た。 そ し てそれは体験を積み重ねた結果 と し て 生み出 さ れ る “経験” を へ て、 単な る 知識 を 超 え た 生
活の規準、 人類 の ほ と ん ど を 乗せ る こ と がで き る 、 大 き な生活の規準 を 生み 出 し て い っ た。

“様式” や “形式” は “人間 の 生活” の 上 に 成 り 立 ち 、 生活 は そ の 地 の “光 の環境” の 中 に あ り 、
そ し て “光” は “風土” の 上 に 在 る 。 な ら ば、 造形物が “光の環境” の も と で創 る
え れ ば “光” と “陰影” の “ コ ン ト ラ ス ト ” ＝ “明暗の強度” を 手 が か り に、 “光” が造形様式 と そ
の技法 に 与 え た影響 を 探 る こ と が可能で は な い か。
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4 .  

造形美術に代表さ れ る 視覚芸術にお い て、 “光” や “光の効果” は、 それ自体が “表現” の対象 と

して、 あ る い は “表現のた めの手段” と して、 立体、 平面等の分野 を 問 わず、 様々な形で登場してい

る 。 レ ン プラ ントやデ、 ユーラーの仕事にお い て人物 を 照らし出す光。 バル ビ ゾ ン 派 3 ） の商家 ミ レー

や コ ロ ーの仕事にお い て積み藁 を 照らし出す光。 ゴシック 教会のパラ窓やステ ンドグラス、 それ を 通

して差し込んでくる 美しい光。 金色に輝く仏像の光背。 人間 を 超えた力、 徳 を示す記号や道具、 また

それらを演出する装置 と して、 あ る い は特定の主人公やテーマ を示すた めの手段 と して、 “光” はし

ばしば恋意的に創り出さ れ、 用 いられて い る 。 時代により、 地域により、 様々な差異 をみせ る その表

F i g. 1 F i g. 2 

現には、 その芸術作品が産

み落 と さ れた 時代の精神や

風土が揮然一体 と な っ て示

す “リ アリテ ィ ー” ＝ “実

存感” が、 !I玄 い ばかりに輝

きながら存在してい る 。

それは、 われわれが自ら

の時代の精神や地域の精神

的風土、 地域の自然の風土

を 超えて “光” や “光の効果” に強 い 力や価値 を見出してい る こ と を示してい る 。

今 “強 い 光” が存在する 。 そ こ には自ず と “光” と “間” と の “激しい コ ントラスト” が倉ljり出さ

れてい る 。 今 “淡 い光” が存在する。 そ こには自ず と “穏やか な コ ントラスト” が創り出 さ れてい る 。

強 い光の風景は、 激しい コ ントラストで満た さ れ、 まばゆく輝き、 穏やか な コ ントラストを示す光

の環境は、 淡く連続するだ洋 と した風景 をわれわれに見せてい る 。 そのコ ントラストは、 その地の、

その瞬間のリ アリテ ィ ー を示してい る 。 そしてその地のリアリテ ィ ー と は、 そ 乙 で生きる 人間のリ ア

リテ ィ ーに他ならな い。 人はそれ を受け入れ、 “常識” と して “了解” してい る 。

“光” は “間” と共に存在する。 “ 閣” は “夜” で あり、 “影” であり、 “陰” で あ る 。 そして “光”

は対象 を 照らし出す。 それは “開” から対象 を浮か び上がらせ る 。 われわれ人間 は、 “光” と 光の存

在によ っ て顕わにさ れ る “闇” と によ っ て、 その地のリアリテ ィ ー、 その瞬間のリ アリテ ィ ー を表現

する こ と ができる 。 われわれは自らの手で、 リ アリテ ィ ー を 再現する こ と 、 創り出す こ と ができる 。

5 .  

われわれ人聞が存在する以前から “光の環境” は存在した。 それは、 地球の運行、 太 陽 と の関係、

それによ っ て発生す る気候や気象、 風土が一体 と な っ て生み出 さ れ る 。 そして “光の環境” は、 そ
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の発生以来、 絶 え ず変化 し 続 けて き た。 も っ と も そ の変化は、 長大な時間 の 中 で ゆ っ く り と 進行する
も の で あ ろ う か ら 、 わ れわれ個人が持ち 合わせて い る 時間な ど で は と て も 認識 で き る も の で はな い と
思われ る 。 し か し そ の雛型 で あ れば、 われわれは見、 感 じ る こ と がで き る 。

“Rotation” と “Revolution” 。 それぞれ に よ っ て も た ら さ れ る 短 い 時 間 の 一 区切 り に お い て 、 わ れ
われはその地の “光 の環境” を 見、 感 じ る こ と がで き る 。

われわれはかつてか ら 在 り 、 変化 し 続 け る “光の環境” に 生 ま れ、 進化の道 を 歩み、 新 た な 風土や
地域 ご と の リ ア リ テ ィ ー を築 い て き た。 見方 を 変 え れば、 それは順応の歴史 と し て捉 え る こ と がで き
る 。

今 を 生 き る こ と が現在よ り も は る か に難 し か っ た時代。 すなわ ち “死” が 日 常で あ っ た 時代。 “死”
が “了承事項” ＝ “常識” で あ り 、 永 ら え る こ と が “非 日 常” で あ っ た 時代。 そ こ に お け る “風土”
や “精神” へ の “順応” は、 おそ ら く 単な る “従属” を 超 え て 、 “生” へ 向 け て の 能動 的 な 動 き を 含
む も の で あ っ た と 思わ れ る 。 そ こ に は “死” を 前提 と し た、 多 く の 人 間 同士 の 戦 い も 含 ま れて い た。

日 常 に 溢れて い る “死” は、 し か し “不可視” な も の で あ る 。 “見え な い も の” が “見 え て い る も
の” を 、 次 々 と ど こ か知 ら な い 場所 に 引 き ず り 込む。 “見え な い も の” “不可視な も の” が周 囲 を 満た
し て い く 。 “光” が “闇” に飲み こ ま れて い く 。 “死” を “不可視化” の現象 と し て 捉 え た と き 、 “生”
に 対す る 欲求、 あ る い は “生” の証明は、 “可視” “可視化” へ の欲求、 “可視” “可視化” と し て 考 え
る こ と が可能 に な る 。 乙 こ に “光” は “生命” の記号 と し て、 “可視” は “生命” の 証 明 と し て新 た
に 立 ち あ ら われて く る 。

見 え な い も の、 す な わ ち 不可視 で あ る も の。 不可視であ っ て 了承 で き な い も の、 す な わ ち 自 身 の 存
在 を脅かす も の。 それが観念や空想、 想像 を超えて具体的な対象、 つ ま り “物” や “人” に 置 き 換 っ
た と き、 “ 自 分 の 生” ＝ “ 自 分 の 了承事項” ＝ “ 自 分の常識” を 否 定す る も の へ の 激 し い 憎 悪 と 破壊
と 殺裁が生 ま れ る 。

“死” が非 日 常 に な っ た現在、 “死” はそれ 自 体が驚 き の対象 と な っ た。 生 き る こ と が容 易 に な っ
た か の よ う に 思わ れ る よ う な現在 に お い て、 も はや他者の “死” を 前提 と し た “風土” や “精神” へ
の順応は存在 し な い 。 人 類 を 構成す る われわれ個 々 の 聞 に 横た わ る も の は、 単 な る “地域差” 、 す な
わ ち 自 ら が生 ま れた地域の 自 然や風土 に よ っ て育て ら れた “現実感” ＝ “ リ ア リ テ ィ ー” と 、 そ れ に
よ っ て醸成 さ れた “前提” “了承事項” 、 その地の生活様式 を 基盤 と し た “常識” の “差異” の み で あ
る こ と に行 き 当 た る 。

し か し なが ら 、 リ ア リ テ ィ ー ＝ 実存感 と は複雑な も の で あ る 。 それはおそ ら く 、 縦横無尽 に連な り 、
絡 ま る 、 自 然の構造 の複雑 さ と 極 め て似た も の で あ ろ う と 思わ れ る 。 た だ 日 常 に お い て、 わ れ わ れ は
そ の こ と を あ ま り 意識 し な い。 それは、 基本的 に わ れわれが 自 ら の 風土 の 上 に あ り 、 さ ら に そ の地域
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固有 の生活 の中に身 を 置 い て い る からで あり、 ほ と んど “閉 じられた風土” ＝ “閉 じ られ た 生活 圏”

にお い て、 お そら く は “閉 じ られ た精神活動” を行って い る からで あ る 。

地 域 固 有 の 生活 は 、 一種の “約束” ＝ “了解事項” の上に存在して い る 。 “約束” ＝ “了解事項”

の上に成り立つ地域 の生活は、 その地域固有 の も の と して一見単純で、 ーまとまりで あ る か の よ う に

見 え る 。 しかし地域の生活 を 構成する 個々の生活は、 それぞれの経済、 すなわち 、 個々それぞれ の物

質 の連鎖 と 個々それぞれの精神の連鎖によ って成り立って い る の で あり、 当 然個 別に異な る “色彩”

を 持って い る はずで あ る 。 つまりわれわれは、 それら個々の生活が持つ個々の色彩の輔穣 の結果 と し

て浮か び上が る 、 い わ ばマ ク ロ 的な意味で の、 結果的に混色 さ れた “色彩 ” 、 あ る い は折り重なった

“か た ち ” を “地域の 固有性” と して捉 え て い るに過ぎない。

個々の地域の生活 は、 それ 自 体すでに十分に特徴的で あり、 十分に複雑であ る 。 それはその地域の

生活 を構成する ひ とつの単位、 すなわ ち 家あ る い は家族の 内

部にお い てすら同様で あ る 。 しかし、 地域 と 地域が緩やかに

つらなり、 そ の結果、 広 範 囲にわた って生み出 さ れ る “新し

い 風土” は、 一家族 の それ と は比較にならな い ほ ど複雑であ

る。

それらを 複雑にして い る も の は、 様々な交流の結果 と して

の幅穣で あ る 。 それは戦争によ る 支配や被支配、 貿 易や混血

と い った、 それ こ そ考 え られ る ほ と ん ど全て の物質的、 肉体
F i g. 3 

的、 精神的 “交差” によ って発生す る 。 そしてそれは、 お そら く “時間” と 共に複雑化する 。 それら

は “時間” と 共に “広域化” し、 よりマ ク ロ 的な視点から

“総体 （態） ” と して認識 さ れ る よ う にな る と 考 え られ る 。

われわれは常に “新たな精神” を 生み 出してきた。 それ

は 人 間 に よ って 生み 出 さ れ た “ 新 た な風土” で あ った 。

“新たな精神” によ る “新たな風土” は、 後に “時代” と

F i g. 4 して個 別 の 名 前 を 与えられて ゆ く 。

それらは “時間” と共 に結び合い、 重なり合い、 複 雑 さ

を 増 し、 そ う しながら も それは、 あ た か も 新印象派4） の画家ス ー ラの 点描技法 5） によ る 作品や、 印

象派の画家モネによ る 作品に見 る よ う な “新たな色彩” と “か た ち ” を産み、 輝きを 放つ。

“新たな色彩” は、 混血により生み出 さ れ る。 文化的混血、 交配により生み 出 さ れ る 。 文化的混血、

交配は、 確実に、 より広範 囲に及ぶ “人の 日 常” の “結びつき” を 創り出す。 そ こ には “か た ち ” が

存在する。

58 ー



光 ・ 陰影 ・ 形 ー 混 沌 と 穏鞍の可能性

個別の文化 や 文 明 は、 確かに個別の “か た ち ” を 持 っ て い る 。 し か し 時の経過 と共にそれは、 “時

代” と い う も のの中に混在 し て内包される よ う になる。 も はや個別の “か た ち ” は、 時代の一部分 と

し ての存在 と なり、 輯穣の結果 と し てそ こ に生まれ る “新たなか た ち ” が、 “新 たな時代” を示すよ

う になる。 そ し てそれは、 と てつもなく複雑で、 その個別性を 解きほ ぐす こ とが困難な “新たな風土”

を 生み出し ていく。

し か し 、 緩やかで穏やかなその広範囲にわた る 結びつきは、 やがて複雑さを 基盤 と し たまま、 より

均一的で広範囲な結びつきへ と 質的な変化を見せていく。

F i g. 5 

生活 と は物質の連鎖 と 精神の連鎖によ る 、 色彩豊な一枚の布に例える こ と ができ る 。

も し こ れ を解きほ ぐす こ と を 試 み る のであれば、 われわれは単純な も のが緩や かに結びつ い て い た

時代へ と 、 時代 を 遡 る ほか はない。 勿論、 人類は交配 を 繰り返 し てきたわけであ る から、 まっ たく単

純な “精神の風土” と い う も のがあり得 る わ け はない。 し か し 同 時代でありながら、 見か け上明らか
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な異な り を見せ る 古代文化や文明、 あ る い はそれ ら が示す “様式” や “形式” の 比較は、 そ の 結 びつ
き の緩やか さ ゆ え に、 現代のそれ と 比較す る な ら ば、 明 ら か に 鮮明 な個別性 を見せて く れ る に違 い な
It�。

造形美術は視覚芸術で あ る 。 それは見えな ければ意味 を 成 さ な い。

“様式” や “形式” は “了承事項” を 前提 と し た 生活 の上に成 り 立ち 、 そ の 生活 は そ の 地 の “光の
環境” の 中 に あ り 、 そ し て “光” は “風土” の 上 に あ る 。 な ら ば、 造形物が “光の 環境” の下で創る

“明暗” 、 言 い 換 え れば “光” と “ 闇” “陰影” の “ コ ン ト ラ ス ト ” ＝ “明 暗 の 強度” を 手がか り に、
“光” が造形様式 と そ の技法 に 与 え た影響を探る こ と が可能 と な っ て く る 。

われわれは様 々 な “光” の 中 で暮 ら し て き た． 刻々 と 変化 し続けて い く “光” の 中 で暮 ら し て き た。
陽の光の 中 で、 月 あ か り 、 星 あ か り の下で、 いや、 自 ら を見失 う ほ ど の “闇” の 中 です ら 、 われわれ
は様々 な営みを続けて き た。 “光” と “闇” の 中 で、 われわれは様々 な営み を 続 け て き た。

“暮 ら し ” “営み” ＝ “生活” は、 そ の 形、 大 小 に 関わ ら ず “経済” と 見 なす こ と がで き た。 し か し
それは

われわれは常 に、 新 し い様 々 な も の を 生み、 育て、 それ ら の集積 を 文化や文明 と し て 開 化 さ せ て い
る 。 そ し て経済、 文字、 音楽、 美術、 政治 と い っ た 人 聞 の所産は、 文化や文明、 時代の持つ独 自 の

“か た ち ” を 映 し 出 し て い る 。 それは同時に、 人間 自 身の “志向” を 映 し 出 し て い る 。 そ し て そ の 基
盤 に は “風土” と “感受性” が存在 し て い る ．

“見え る こ と” と “見え な い こ と”。 “見え る も の” と “見え な い も の”。 われわれは、 “光” と “闇”
の 中 で絶えず

“時代” “風土” “生活” と 一体 と な っ た “新た な感受性” が生み出 さ れて い る 。

日 の 出 に よ る 聞 か ら の解放。 日 没 に よ る 闇への帰還。 そ れ を つ な ぐ穏や か な 変化。 “光” と “闇”
の 中 で繰 り 返 さ れ る 体験 を 共通の経験へ と 昇華 し 、 紡ぎなが ら 、 われわれは様々 な も の を育てて き た。

刻々 と 変化 し続けてい く “光” の 中 でわれわれは暮 ら し て い る 。 そ し てわれわれはそれ に よ っ て様 々
な “感受性” を 自 ら の 内 に 育てて い る 。

個 々 の “か た ち ” は “時代” と い う も の の 中 に混在 し て 内包さ れて い く 。 個別 の “か た ち ” は “時
代” の一部分 と し て の存在 と な り 、 輔績の結果 と し てそ こ に 生 ま れ る “新た な か た ち ” が “新 た な 時
代” を示すよ う に な る 。 それは穏やかで緩やかな、 それ ゆ え に と て つ も な く 複雑な、 い ま だ見ぬ広が
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り を も っ た “新た な風土” と し て、 われわれの前に姿 を現す。

“新た な 風土” は “新 た な光” を放つ。 それは眼前の “未知” で あ り 、 “光 を 放 つ 闇” で あ り 、 お
そ ら く すベての可能性 を 含 ん だ
あ り 、 人 間 の 生活 に 含 ま れ る すべての “感情” “知識” “知恵” を は じ め と す る “情報の集合体 （態） ”
で あ る 。 それは あ ま り に も 高密度で多重な “結びつ き” で あ る 。 そ れ ゆ え に そ れ は し ば し ば “混沌”
と し て受け取 ら れ る 。 し か し そ こ に は 巨大な可能性が含 ま れて い る 。

“混沌 の 闇” の 中 で、 “結びつ き” ＝ “情報の集合体 （態） ” は “新 た な か た ち ” を 示 し 始 め 、 や が
て “新 た な 時代” を表わす “明瞭なか た ち ” ＝ “形” ＝ “様式” と し て “新た な光” を 放 ち 出す。

“光” “陰影” “形” 。 われわれは地球 を 覆 い 、 彩 っ て い る “光 と 閣 の 可能性” に よ っ て、 過去 を 超
えてすで に 強 く 結びつ け ら れて い る 。

1 9世紀 の 末、 ひ と り の天才発明家6 ） に よ り も た ら さ れた 人 工 の 太 陽 と 星明 か り に よ っ て、 人 類 は
“夜” を 聞 い た 。 自 ら の 手 で “夜 の 闇” を 聞 い た。 は る か高空か ら 、 い ま や地球外か ら も は っ き り と

確認で き る 、 地 面 に 這 い つ く ばる よ う に広がる “光 の瞬き” の 中 で、 われわれはおそ ら く “新た な 感
受性” を育てて い る 。

（ 「光 と 形一古代美術 と そ の技法 に み る 光 の影響 と は た ら き一 （ 2 ） 」 ）

註及び事参考文献

『Microsoft エ ン カ ル タ 総合百科辞典2002』 『Microso貴 エ ン カ ル タ 総合百科辞典2003』 Microsoft. Co, 

村上春樹 『雨天炎天』 東京 ： 新潮社， 1 992

町l'licrosoft Bookshelf v師ion 3.0』 Microsoft. Co, 

堀井令以知 『外来語語源辞典』 東京 ： 東京堂出版， 1 994.

荒川紘 『 日 時計＝最古の科学装置』 東京 ： 海鳴社， 1 983.

上原敬二 『 日 時計 と 日 照』 東京 ： 加島書店， 1 989.

養老孟司 『パカ の壁』 東京 ： 新潮社， 2003.

神吉敬三， 若桑み ど り 『世界美術大全集 第 1 6巻 バ ロ ッ ク 』 東京 ： 小学館， 1 994.

嘉門安雄 『西洋美術史要説』 東京 ： 吉川弘文館， 1977.

1) 村上春樹 『雨天炎天』 東京 ： 新潮社. 1 992. pp舗 を 引用．

「つ ま り 我々 はあ なたがたが と は 違 う 時間性の中 で生活 し て い ます． こ れはずっ と 普か ら 続 い て い る 時間性で 『 ピ ザ ン テ ィ ン ・

タ イ ム』 と 呼ばれて い ま す． と の 『 ピザ ン テ ィ ン ・ タ イ ム』 では一 日 は真夜 中 の十二時 に で はな く 、 日 没 に 始 ま り ます． だか

ら あ なたがたの真夜 中 は我々 の午前四時 に な る わ け ですよねJ
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2) 前 1 250年 ごろ に、 エ ジ プ ト の王 ラ ムセ ス 2 世に よ っ てつ く ら れた、 古代エ ジ プ ト の岩窟神殿．

3) 嘉門安雄 『西洋美術史要説』 東京 ： 吉川弘文館， 1977. pp393～97 パル ビ ゾ ン派を参照

パル ビ ゾ ン派。 以 上 の よ う なイ ギ リ ス 風景画の作品が大体1820年代 の 中 頃か ら （ 中 略） 17世紀 オ ラ ン ダ風景画 を 改 め て見霞

す よ う にな り （中略） 自 然そ の も の の 中 に没入 し て、 新 し い 自 然主義絵画 を 興 し た一群の人 々 があ る 。 （中 路） 彼等はパ リ 郊外

の フ ォ ンテ ン ブ ロ ーの森の一端パル ビ ゾ ン に集 ま っ て生活 し、 制作 し た の で、 パル ピ ゾ ン派の名前で呼ばれて い る 。 （以下省略）

4) 嘉門安雄 『西洋美術史重要説』 東京 ： 吉川弘文館， 1 977. pp4 10～ 1 1 を参照

新印象派 （点描派） 。 光 に よ っ て醸 し 出 さ れた色の変化 と 、 一色 にみえ る 中 に含 ま れ る さ ま ざま の色の要素の微妙な複合 と 結

合は、 要す る に色彩の断片を （ 中 略） 大体 1 880年過ぎ頃か ら 、 は っ き り 現れて き た が、 そ の一群 の 人 々 を 新印象派、 あ る い は

点描派 と呼んで い る 。

5 )  点描技法 と は、 純色 の 小 さ な点で画面を ぎっ し り と う めて い く 技法。 従来の方法 に は な い 豊か さ と 明 る さ が、 画面 に表現さ

れる．

6)  『Mi町田oft エ ン カ ル タ 総合百科辞典2003』 発明家エ ジ ソ ン を参照， Microsoft Corporation, 

Thomas Alva Edison ( 1847～ 1931 ) 電球、 発電 シ ス テム 、 録音装置な どの発明家。 オハイ オ州 ミ ラ ン で 生 ま れた。 後 半生 の ほ

と ん ど を ニ ュ ー ジ ャ ー ジー州です ご し 、 1 887年ウ エ ス ト オ レ ン ジ に 巨大な研究所 を建設。 キ ネ ト ス コ ー プを発明 し た。
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Fig. I レ ン プ ラ ン ト Remb日ndt Hannensz, van Rijn 「夜轡J 1642, 

Fig.2 ミ レ ー J闘IトFran9ois Millet 「落ち 穂拾い」 1 857,

Fig.3 ス ー ラ Georges Pierre Se·田前 「 グ ラ ン ド ・ ジ ャ ッ ト 島の 日 曜 日 の午後」 1884～86,

Fig.4 モ ネ Claude Monet 「積みわ ら 、 夏の終わ り 、 朝の光J 1890, 

Fig.5 「不空洞索観音像J 「月 光菩薩J 「 日 光菩薩」 749年 （天平21) ごろ ， 東大寺／奈良市写真美術館

レ ン プ ラ ン ト Rembrandt Harmensz, van Rijn 「 3 本の十字架J Bridgeman Art Library, London/New York 

「パ ラ 窓」 ノ ー ト ル ・ ダム大聖堂 （パ リ ／ フ ラ ンス ） Bridgeman Art Library, London/New York 

「パ ラ 窓」 シ ャ ル ト ル大聖堂 （ シ ャ ル ト ル／ フ ラ ンス） 筆者撮影

「聖母子像」 シ ャ ル ト ル大聖堂 （ シ ャ ル ト ル／ フ ラ ンス） 筆者撮影

ラ ・ ト ウ ール Georges de la To町 「羊飼 い の礼拝」 1645～50年制作、 ルー ブル美術館蔵

ゴ ッ ホ Vincent v皿 Gogh 『星月 夜」 1889年 SuperStock Inc 

デ ュ ー ラ ー Albrecht Dilr町 「メ レ ン コ リ ア I 」 Bridgeman Art L曲目ry, London/New Y 

タ ーナー Joseph Mallord Willi拙 T間町 「雨、 蒸気、 速力J Erich Lessing/ Art Resource, NY 

「 ア テ ン と イ ク ナ一 ト ンJ Archivo Iconogi泌co, S. A. / Corbis 

ベルニーニ Gian Lorenzo Bernini 「聖テ レサの法悦」 1647～52,

「 ロ ザ リ オ の 聖母礼拝堂 内葦 （部分） J 1650～90, （プエブラ ／ メ キ シ コ ）

「テア ト ロ ・ ラ ・ フ エ ニーチ エ （内部） J 1790～92, （ベネ ツ ィ ア）

「サ ン ・ カル ロ ・ ア ッ ラ ・ ク ア ッ ト ロ ・ フ ォ ン タ ーネ聖堂円蓋 （部分） J 1 638～41 ,  （ ロ ーマ）

「サ ン テ ィ ー ボ ・ デ ッ ラ ・ サ ビ エ ン ツ ァ 聖堂円叢 （内部） J 1642～50, （ ロ ーマ）
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